
 

 

 

住 所 熊本県天草市五和町御領 2943 番地 

電 話 0969-32-2552 

ファックス 0969-32-2551 

メール chi-ki@amasha.jp 

担当部署及び担当者 福祉のまちづくり課 地域福祉係 

 

テーマ番号 事業・取組み名 

６ 墓地清掃管理サービス事業 

 

取組みのきっかけ 
 

 平成２６年３月、県民の生涯を通した安心の実現を目指して、県より「これからの

墓地行政のあり方等に係る研究報告書」が示されました。 

 天草市においても高齢化率は３８％を超え、周辺地域では５０％を超えている行政

区も多くなっています。 

 天草市社会福祉協議会では、人口の減少とともに、永続的な墓地の管理ができない

高齢者が増えてきている現状に対応するため、地域の大切な空間である墓地の再生と

管理システムを構築するため、「墓地清掃管理サービス事業」に取り組みました。 

 新たな福祉的視点で、ソーシャルファームの理念に基づき、障がい者施設やＮＰＯ

法人、引きこもり者及び高齢者を組織化し、障がい者の就労支援や生活困窮者に対す

る就労の場として位置づけ、お墓の清掃を依頼しています。 

 

※ソーシャルファームとは 

 障がいがある方や引きこもり者、高齢者などで仕事を見つけることが困難な方及び

一般就労が難しい方へ、働く場を創り出し提供する取り組み 

 

＊取組み開始日（ 平成２６年度から実施 ） 

 

具体的な取組み内容と実施体制 

＊県の平成２６年度地域共生くまもとづくり事業補助金を活用し、地域の情報収集と先

進地の視察研修を実施しました。 

 

＜先進地の視察＞ 

＊視察研修の実施（平成２６年１０月から１２月） 

 ・人吉市社会福祉協議会「墓地の管理に関する調査の状況」（人吉市） 

社協名 社会福祉法人 天草市社会福祉協議会 



 

 

 ・就労支援センターせせらぎ「墓守サービス事業の取組み」（人吉市）  

 ・希望の森エバーグリーン「お墓の管理サービス事業」（大分県佐伯市） 

 ・姶良市社会福祉協議会「墓守サービス事業」（鹿児島県姶良市） 

 

＜情報の収集＞ 

＊天草市宮地岳町２３２の全世帯に対しアンケート調査を実施し、墓参りの頻度と管理

状況については、要因は不明だがお参りに行けない人・お墓の掃除ができない人が存

在していました。これについては要因を把握し、墓地に関する住民の不安やニーズに

対応していく必要性を感じました。（平成２６年１０月） 

 

＊河浦町白木河内地区では、１２２基の墓地の管理状況を調査。 

 管理がなされていない無縁墓状態とも見受けられる墓も複数存在しており、必要に応

じた管理ができるよう環境を整備していく必要性を感じました。 

 （平成２６年１２月） 

 

＊事業実施に係る新たなソーシャルファームの研究に関し、障がい者の就労を支援する

ＮＰＯ法人等の現状を把握するために事業所を訪問しました。（平成２７年１月） 

 

 ・墓地の清掃及び墓参りの代行という形で事業に取り組んでいる施設もあることが把

握できました。一方、サービス事業に対する利用者の確保に伸び悩んでいる現状もあ

り、事業周知不足など課題があるように感じました。また、それぞれの施設において

は、施設利用者の更なる就業の場の確保と賃金上昇に対応できる環境の構築にも課題

があり、今後、各施設と社協で協力しながら墓地管理システムの構築に対して取り組

んでいけるのではないかと感じました。 

 

＊石材店の協力により、障がい者就労支援事業所の職員、利用者及び社協職員で、墓石

の清掃に関する講習会を開催し、実際に墓石を使って掃除方法を学びました。（平成

２７年６月 ３５名） 

 

＊本会広報誌「社協だより笑顔」への掲載やパンフレットを作成して周知していますが、

平成２７年７月２０日の熊本日日新聞に掲載されると、県内外から多くの問い合わせ

があっています。 

 

＊平成３０年度予算額（ ７４８ ）千円 

 

 

事業実施の効果 

＜事業実績等＞ 

＊平成２７年７月から実働に入りました。 

＊関東・関西の郷友会等にもパンフレットを送付し、事業の周知を依頼したことから、

地元を離れて暮らす子供さん方からの依頼も増えてきました。 

 

 



 

 

【平成２７年度】 

 ・新規契約件数 ３９件 ・作業回数  ５５回 ・作業墓標数  ７５基 

【平成２８年度】 

 ・新規契約件数 ４４件 ・作業回数 １１７回 ・作業墓標数 １５１基 

【平成２９年度】 

 ・新規契約件数 ４９件 ・作業回数 １８４回 ・作業墓標数 ２２７基 

＊ＮＰＯの障がい者就労支援事業所の利用者の賃金アップにもつながっています。 

 

＊お盆や正月及び春と秋のお彼岸前には、作業依頼が殺到し、障がい者就労支援事業所

も対応ができない状況が出てきたため、近年は、地元の高齢者や障害があり一般の就

労ができない方、及び引きこもりによる生活困窮者の方にも、就労してもらうなど、

事業所の利用者以外の方にも作業にあたってもらっています。 

 

 

今後に向けて(課題など) 
 

≪ 課 題 ≫ 

＊墓地の清掃管理については、核家族化と少子高齢化に伴い、その需要は益々増加す

るものと見込まれます。 

 需要に対応するため、対応していただく障がい者就労支援事業所を増やすことと、

在宅の障害者や高齢者及び引きこもり者などの就業の機会を増やす機会の組織化も

必要になってくると思います。 

 

＊お墓の清掃管理でお困りの方に対し、地域の大切な空間である墓地の再生と、新た

なソーシャルファームの視点からの事業拡大につなげられるよう取り組んでいく予

定です。 

 

＊ある支所圏域では、作業の依頼件数が多くなり、障がい者施設のみでは作業の受け

入れが困難な状況になっており、新たに作業を実施していただく団体等を組織化す

る必要があります。 

 







〔平成 28 年 3月 7日 福祉新聞〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〔平成 27 年 7月 20 日 熊本日日新聞〕 

 
 


	

